
令
和
七
（
二
〇
二
五
）
年

宗
祖
親
鸞
聖
人
御
正
忌
報
恩
講

十
一
月
二
十
六
日
（
水
）
～
十
一
月
二
十
九
日
（
土
）

昼
席
一
時
半
・
夜
席
七
時
よ
り

（
夜
席
二
十
七
日(

木)
の
み
・
二
十
九
日(

土)

自
勤
）

講
師

広
島

龍
仙
寺

本
願
寺
派
司
教

武
田

一
真
師

今
津

浄
光
寺

【
御
正
忌
報
恩
講
の
ご
案
内
】

報
恩
講
は
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
ご
法
事
の
お
勤
め
で
あ

り
、
浄
土
真
宗
で
最
も
大
切
な
法
要
で
す
。
親
鸞
聖
人
九

〇
年
の
ご
生
涯
を
偲
び
、
南
無
阿
弥
陀
仏
の
仰
せ
ひ
と
つ

の
お
救
い
を
ご
一
緒
に
お
聞
か
せ
に
あ
ず
か
り
ま
す
。
万

障
お
繰
り
合
わ
せ
の
う
え
、
是
非
と
も
お
参
り
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
あ
げ
ま
す
。


